
石西礁湖自然再生協議会の取組石西礁湖自然再生協議会の取組

環境省環境省 那覇自然環境事務所那覇自然環境事務所

●平成18年2月 協議会発足

●平成19年9月 全体構想策定

【長期目標】（達成期間：３０年）
人と自然との健全な関わりを実現し、

1972年の国立公園指定当時の豊かなサ
ンゴ礁の姿を取り戻す。

【長期目標】（達成期間：３０年）
人と自然との健全な関わりを実現し、

1972年の国立公園指定当時の豊かなサ
ンゴ礁の姿を取り戻す。

【短期目標】（達成期間：1０年）
サンゴ礁生態系の回復のきざしが見られ

るようにする。
そのために環境負荷を積極的に軽減する。

【短期目標】（達成期間：1０年）
サンゴ礁生態系の回復のきざしが見られ

るようにする。
そのために環境負荷を積極的に軽減する。

全体構想は「石西礁湖自然再生協議会」で
5回の議論を重ねた上で策定されました。

石西礁湖自然再生協議会石西礁湖自然再生協議会
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山と森と海と人々がつながり、岸近くにもサンゴが育まれている。透き
とおった海の中を、クジラブッダイが群れ泳ぎ、ギーラが湧き、サンゴ
のお花畑が咲き誇っている。イノーはモズクとアーサ採りのオバーで賑
わい、サバニの上のオジーは今日も笑顔で帰ってきた。夏の日差しに水
しぶきをあげてはしゃぐ子どもたちの白い歯が眩しい。

未来の石西礁湖のイメージ未来の石西礁湖のイメージ

石西礁湖自然再生において石西礁湖自然再生において
展開すべき取組展開すべき取組

（１）攪乱要因の除去
・オニヒトデ等による食害及び病気への対応
・赤土、排水対策等

（２）良好な環境創成
・サンゴ礁生態系の再生等

（３）持続可能な利用
・保護区等の指定等

（４）意識の向上・広報啓発
・サンゴ礁生態系に関する一般的な理解の増進
・関連産業、生活等における意識の向上等

（５）調査研究・モニタリング
・サンゴ礁生態系の健全性の把握・モニタリング
・対策手法等に関する調査研究等

（６）活動の継続
・事業の評価
・取組に関する広報等
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①実効性のある取り組み
サンゴ群集を衰退させている原因と関係する主体（協議会委員）自らが取り組む内

容を整理し、実効性のある取り組みにする。
例：人為的な環境負荷に関する対策

・赤土流出防止に取り組む家等への支援体制の構築
・サンゴに影響を及ぼす栄養塩の解明と使用を減らしていく方法の検討

②様々な知見の活用
サンゴ群集の衰退の要因は、現時点でも不明な点が多く、専門家地域の実情をよく

知る方々の指導・助言を受けること。

③地域の理解を得ながら継続
協議会委員を中心に地域の広範な関係者の参画を得て、継続した取組にする。

④継続的な事業を行うための資金メカニズムを構築
企業・観光客等からの寄付金募集とその運用体制づくり。

自然再生をすすめる上で重要な点自然再生をすすめる上で重要な点

※協議会構成員や地域住民の果たす役割
協議会委員：情報・意見交換を密にしながら、それぞれの取組を主体的に実施
地域住民：石西礁湖自然再生への理解を深めるとともに、撹乱要因の除去等の取

組につながるような生活や産業を推進することを期待

●平成19年12月
全体構想の実現に向け、

グループディスカッションを開始

・陸域対策Ｇ、普及啓発Ｇ、

資金メカニズムＧ

●平成20年6月

• 第2期委員による議論スタート

・グループディスカッション

（陸域対策、普及啓発、資金メカニズム）

・環境省事業実施計画承認

グループディスカッショングループディスカッション
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陸域対策グループ陸域対策グループ
第６回協議会（平成１９年１２月）
負荷の発生源を農地系・生活系・畜産系に分けて問題点を整理

第７回協議会（平成２０年３月）

農業関係者から各自の対策等について発表
・農家が喜ぶような対策が必要
・循環型農業の必要性
・赤土や栄養塩について沖縄に合った環境基準作りが必要

第８回協議会（平成２０年６月）

前回に引き続き農業関係の対策について学習
●赤土や栄養塩の流出を抑えるのに有効な手法は多いが、それら

を実行してもらう技能がない。
・農家を支援するシステムの構築が必要
・対策の重要性の周知が必要
・赤土や栄養塩対策は、海域よりも陸域で対策を講じる方が費用

も安く効率的である。
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普及啓発グループ普及啓発グループ
第６回協議会（平成１９年１２月）
・普及啓発のターゲットの検討

観光業者に対する普及啓発が必要→資格認定について検討
・ロゴマークの検討
・他の団体との連携の検討

第７回協議会（平成２０年３月）

実際に行われている取組やアイデアについて報告
→具体的な実施プランの具体化に向けての検討
・ターゲットと取り組むべき内容の検討（不十分な部分の明確化）
・個々の似通った取組のグループ化の検討

第８回協議会（平成２０年６月）

実施に向けた体制について議論
・観光客・観光業者と地域住民をターゲットとして、グループを「観光
グループ」と「地域コミュニティーグループ」に細分化し、議論を深め
ていく

↓
次回協議会までに、ワークショップの開催等を行い、議論を進めていく。

資金メカニズムグループ資金メカニズムグループ
第６回協議会（平成１９年１２月）
●行政では対応できないきめ細かい民間資金の検討
調達法
・利用料金の徴収
・基金の検討（与論島の例）
仕組み
・継続して集められる
・個々の委員の活動資金を基金から得られる

第７回協議会（平成２０年３月）

寄付金の募集と運用について議論
・お金の受け皿、・運営事務局、・具体的な運営方法

第８回協議会（平成２０年６月）

寄付金等細則案の検討
↓

できるだけ早期の基金立ち上げを目指し、
メーリングリストを活用して議論を継続中
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環境省の取組環境省の取組

環境省では、これまで述べた協議会運営を通じ
た地域連携の取組へのサポートに加え、モニタリ
ング調査やサンゴ群集修復事業等も行っています。

【環境省の実施計画の項目】

1. モニタリング調査

2. サンゴ群集修復事業

3. オニヒトデ駆除事業

4. 自然再生の評価手法の確立

5. 陸域対策との連携

6. 利用に関する負荷対策との連携

7. 意識の向上・広報啓発

【目的】

国際サンゴ礁年における石西礁湖自然再生事業の一環として、東アジア周辺諸国

のサンゴ礁に関わっている専門家を招いてシンポジウムを開催する。シンポジウム

を通して、東アジア地域のサンゴ礁の現状や地域コミュニティにおける先進的な取

組の共有化を図るとともに、今後の関係強化、情報共有を進めていくことを目的と

する。

【コンセプト】サンゴ礁保全・再生と地域コミュニティの関係

東アジア地域のサンゴ礁保全について、特に地域コミュニティに焦点を当て、

その取組の現状と課題を知ってもらう

東アジア地域の先進的な取組の共有化を図る

サンゴ礁保全・再生における地域ネットワークを醸成する

サンゴ礁の保全・再生に向けた気運を高める

【講師】

■Chang-feng Dai氏(国立台湾大学 教授)

■Miguel D. Fortes氏(フィリピン大学 教授)

■Jamaluddin Jompa氏(ハサヌディン大学 教授)

■野島 哲氏(九州大学大学院 准教授)

【日時・会場】

日時：平成20年10月25日（土）14:30～18:30

会場：石垣市市民会館 中ホール(客席数：300席)

東アジアサンゴ礁保全国際シンポジウム東アジアサンゴ礁保全国際シンポジウム
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